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大
腸
癌
治
療
の

進
歩

４月を迎え転勤やご家族の進学など、新たな生活が始まったかたも多いと思います。
さて、今年の春は長かった新型コロナウイルス感染症の感染対策も大きく変わる節目を迎えそ
うです。ただ新型コロナウイルス感染症がなくなったわけではなく、これからも対策をしていかな
ければなりません。場に応じた感染対策を行い、安心した暮らしが送れるようになるといいですね。
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新
町
病
院
は
篠
ノ
井
総
合
病
院
と
平
成
29（
2
0
1
7
）年
4
月
1
日
に
業
務
統
合
、平
成
31
年（
2
0
1
9
）年
4
月
1
日
に
経
営

統
合
し
、「
南
長
野
医
療
セ
ン
タ
ー
」を
冠
し
た
名
称
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、そ
の
歴
史
は
篠
ノ
井
総
合
病
院
よ
り
も
古
く
、篠
ノ
井

総
合
病
院
が
診
療
開
始
と
な
る
昭
和
42（
1
9
6
7
）年
5
月
2
日
か
ら
遡
る
こ
と
5
年
余
り
、新
町
病
院
は
昭
和
37（
1
9
6
2
）年

7
月
1
日
よ
り
診
療
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

私
が
整
形
外
科
医
に
な
っ
て
か
ら
、初
め
て
手
術
と
い
う
も
の
を
経
験
し
た
の
が
、こ
こ
新
町
病
院
で
し
た
。「
事
故
で
足
関
節
を

骨
折
し
た
患
者
が
搬
送
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
手
術
に
な
る
の
で
、一
緒
に
行
く
ぞ
。」と
上
司
の
医
師
に
言
わ
れ
、松
本
の
信
州
大
学

医
学
部
附
属
病
院
を
後
に
し
ま
し
た
。
新
町
病
院
は
、し
ば
ら
く
の
間
、長
野
松
本
間
を
結
ぶ
大
動
脈
で
あ
る
国
道
19
号
線（
1
9
5
2

年
～
一
級
国
道
に
指
定
）で
起
こ
る
交
通
事
故
を
一
手
に
引
き
受
け
、整
形
外
科
常
勤
医
が
2
名
だ
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、長
野
自
動
車
道
が
全
線
開
通
す
る
1
9
9
3
年
以
降
、車
の
流
れ
が
変
わ
る
と
と
も
に
過
疎
化
の
波
が
押
し
寄
せ
、新
町
病
院
が

カ
バ
ー
す
る
長
野
市
西
部
地
区
の
人
口
は
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。
旧
信
州
新
町
・
中
条
村
・
大
岡
村
に
小
川
村
を
加
え
た
地

域
の
人
口
は
、昭
和
20
年
代（
1
9
5
0
年
前
後
）に
は
約
3
万
人
で
し
た
が
、2
0
0
5
年
に
は
約
1
万
3
千
人
、2
0
2
0
年
に
は

8
千
6
百
人
ま
で
減
少
し
、信
更
地
区
を
加
え
て
も
1
万
5
百
人
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

南
長
野
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、こ
こ
3
年
間
で
未
曽
有
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
生
じ
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
対
し
て
も
、ク
ラ
ス
タ
ー

の
発
生
を
最
小
限
に
留
め
つ
つ
、篠
ノ
井
総
合
病
院
で
は
急
性
期
治
療
を
、新
町
病
院
は
回
復
期
・
後
遺
症
治
療
を
担
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
少
子
高
齢
化
に
伴
う
過
疎
が
と
り
わ
け
早
く
進
ん
で
い
る
長
野
市
西
部
で
す
が
、医
療
も
過
疎
に
陥
ら
な
い
よ
う
、新
町
病
院

は
篠
ノ
井
総
合
病
院
と
連
携
し
て
こ
の
地
区
の
医
療
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
私
の
役
割
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
は
、

急
性
期
治
療
を
受
け
る
篠
ノ
井
総
合
病
院
か
ら
、回
復
期
・
慢
性
期
に
な
り
ま
し
た
ら
新
町
病
院
へ
の
転
院
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、よ
り
質
の
高
い
医
療
を
提
供
で
き
る
南
長
野
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ら
で
は
の
機
能
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
医
療

を
堅
持
す
る
た
め
に
も
、皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連

南
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医
療
セ
ン
タ
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副
統
括
院
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S h i n m a c h i  H o s p i t a l

私
は
2
0
1
6
年
4
月
厚
生
連
新
町
病
院
院
長
と
し
て
信
州
大
学
か
ら
着
任
さ
せ
て
頂
き
、2
0
1
7
年
4
月
に
発
足
し
た
南
長
野
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は

副
統
括
院
長
を
拝
命
し
て
、こ
の
度
契
約
期
間
満
了
に
伴
い
退
任
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
退
任
に
当
た
り
一
言
ご
挨
拶
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

近
年
、医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、特
に
信
州
新
町
・
西
山
地
区
の
医
療
活
動
は
、医
師
、看
護
師
な
ど
医
療
従
事
者
の
絶
対
的
な

不
足
、周
辺
人
口
の
大
幅
な
減
少
に
よ
り
年
々
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
当
院
の
基
本
目
標
は
、第
一
番
目
に
経
営
基
盤
の
安
定
化
を
掲
げ
、

さ
ら
に
近
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
・
対
策
、そ
し
て
働
き
方
改
革
の
推
進
に
置
い
て
参
り
ま
し
た
。
私
の
在
任
期
間
を
振
り
返
る
と
、

2
0
1
6
年
か
ら
2
0
1
9
年
ま
で
の
1
期
と
2
0
2
0
年
以
降
の
2
期
の
二
つ
に
大
別
す
る
事
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

1
期
で
の
主
要
な
出
来
事
は
、何
と
言
っ
て
も
県
厚
生
連
の
英
断
に
よ
り
長
野
医
療
圏
で
は
他
に
先
駆
け
て
2
0
1
7
年
4
月
に
実
行
さ
れ
た
篠
ノ
井
総

合
病
院
と
の
業
務
統
合
そ
し
て
2
0
1
9
年
4
月
の
経
営
統
合
で
、病
院
の
機
能
分
担
を
明
確
化
し
て
当
院
で
は
主
に
急
性
期
の
一
部
・
回
復
期
・
慢
性
期
医

療
を
担
い
、「
南
長
野
医
療
セ
ン
タ
ー
新
町
病
院
」と
し
て
再
出
発
し
ま
し
た
。
特
に
、2
0
1
8
年
10
月
に
始
ま
っ
た
篠
ノ
井
総
合
病
院
複
数
医
師
に
よ
る

当
院
入
院
患
者
の
主
治
医
制
度
導
入
、2
0
1
9
年
4
月
以
降
継
続
的
な
若
手
医
師
の
長
期
派
遣
は
新
町
病
院
の
入
院
患
者
数
増
加
・
経
営
収
支
改
善
、当

院
医
師
の
負
担
軽
減
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、経
営
専
門
家
に
よ
る
病
院
経
営
研
修
会
で
は
、新
町
病
院
の
現
状
分
析
・
課
題
が
具
体
的
に
提
示
さ
れ
、

適
切
に
対
応
す
る
事
で
病
院
収
支
に
着
実
な
成
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、当
期
損
益（
収
支
残
高
）は
任
期
7
年
中
6
ヵ
年
で
黒
字
を
達
成
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
さ
ら
に
、地
域
住
民
の
皆
様
に
対
し
て
医
療
・
福
祉
・
運
動
・
栄
養
面
で「
健
康
寿
命
延
伸
に
向
け
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」を
提
供
す
る
場

と
し
て
始
め
た
地
域
医
療
講
演
会（
2
0
1
6
年
11
月
以
来
12
回
）、出
前
講
座（
2
0
1
7
年
2
月
以
降
91
回
）、通
年
開
催
と
し
た
病
院
祭（
2
0
1
7
～

2
0
1
9
年
）は
大
変
好
評
だ
っ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
是
非
と
も
再
開
し
て
も
ら
い
た
い
と
希
望
し
て
い
ま
す
。

2
期
で
は
さ
ら
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
予
防
・
対
策
に
向
け
て
、地
域
住
民
の
皆
様
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
、発
熱
外
来
を
実
施
し
、

さ
ら
に
コ
ロ
ナ
感
染
患
者
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
を
目
的
と
し
た「
後
方
支
援
医
療
機
関
」と
し
て
今
日
ま
で
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

中
で
2
0
2
2
年
7
月
お
よ
び
11
月
の
第
7
波
、第
8
波
で
は
未
曾
有
の
大
試
練
を
迎
え
ま
し
た
が
、感
染
症
制
御
チ
ー
ム
を
中
心
に
乗
り
切
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
2
0
2
0
年
3
月
の
本
感
染
症
対
策
本
部
設
置
以
来
得
ら
れ
た
数
々
の
成
果
は
、当
院
の
貴
重
な
財
産
と
し
て
今
後
に
活
か
し
て
行
く
所
存
で
す
。

凛
と
し
た
空
気
が
辺
り
を
包
ん
だ
春
3
月
の
早
朝
、院
長
室
か
ら
西
へ
目
を
転
じ
れ
ば
後
立
山
連
峰
か
ら
常
念
岳
に
連
な
る
白
銀
の
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
り

中
央
奥
に
は
大
槍
、小
槍
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
絶
景
を
拝
み
な
が
ら
、今
後
も「
患
者
さ
ん
第
一
」の
視
点
で
、へ
き
地
拠
点
病
院
と
し
て
新
町
病

院
が
担
っ
て
来
た「
ま
ご
こ
ろ
、や
さ
し
さ
、思
い
や
り
で
創
る
地
域
一
体
型
医
療
」を
継
承
し
て
命
と
健
康
を
守
り
質
の
高
い
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
提
供
体

制
を
堅
持
す
る
た
め
、地
域
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、7
年
間
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
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大
腸
癌
と
は

大
腸
は
、
右
下
腹
部
か
ら
時
計
回
り

に
小
腸
を
取
り
囲
む
よ
う
に
存
在
す
る

全
長
約
1.
5
～
2
m
の
管
状
の
臓
器

で
す
。
大
腸
は
、
小
腸
で
消
化
・
吸
収

し
た
残
り
か
す
で
あ
る
液
体
状
の
腸
内

容
物
か
ら
水
分
を
吸
収
し
て
固
形
の
便

に
し
、肛
門
か
ら
排
泄
す
る
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
大
腸
癌
と
は
、
こ
の
大
腸

粘
膜
に
発
生
す
る
癌
の
こ
と
で
す
。

日
本
で
新
た
に
大
腸
癌
と
診
断
さ
れ

る
患
者
数
（
罹
患
数
）
は
年
間
約
15
万

人
で
、
高
齢
化
と
食
生
活
の
欧
米
化
な

ど
に
よ
り
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
大

腸
癌
の
罹
患
数
は
、
男
性
、
女
性
と
も

に
2
位
で
あ
り
、
臓
器
別
の
死
亡
者
数

も
男
性
3
位
、
女
性
1
位
と
日
本
人
に

と
っ
て
最
も
身
近
な
癌
の
1
つ
と
い
え

ま
す
。
患
者
数
は
50
歳
こ
ろ
よ
り
増
加

し
は
じ
め
、
80
歳
代
が
ピ
ー
ク
と
な
り

ま
す
。（
図
1
・
2
・
3
）

【図1】臓器別がん罹患数（2019年）

【図2】臓器別がん死亡者数（2020年）

【図3】年齢別患者数
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大
腸
癌
の
症
状

大
腸
癌
が
あ
る
程
度
の
大
き
さ
に
な

る
と
、
血
便
、
便
秘
や
下
痢
な
ど
の
便

通
異
常
、
腹
痛
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま

す
が
、
早
期
癌
で
は
ほ
と
ん
ど
が
無
症

状
で
す
。
ま
た
大
腸
は
長
い
臓
器
な
の

で
、
症
状
の
現
れ
方
は
癌
が
で
き
た
場

所
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
違
い
ま
す
。（
図

4
）
結
腸
の
右
半
分
に
で
き
た
癌
で
は
、

直
腸
癌
や
S
状
結
腸
癌
に
比
べ
て
症
状

が
現
れ
に
く
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
大

腸
癌
の
治
療
法
に
は
、
内
視
鏡
治
療
、

手
術
、
薬
物
療
法
、
放
射
線
療
法
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
病
期
に
応
じ
て
標
準

的
な
治
療
方
針
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
図
5
）

当
院
で
の
現
状

当
科
に
お
い
て
も
、
年
間
1
0
0

～
1
3
0
例
の
大
腸
癌
の
手
術
を
行
っ

て
い
ま
す
。
内
視
鏡
治
療
や
抗
癌
剤
治

療
を
行
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
を
含
め
る

と
、
年
間
2
0
0
人
を
超
え
て
き
ま

す
。
罹
患
者
数
が
増
加
す
る
の
に
伴
い
、

癌
治
療
も
進
歩
し
て
お
り
、
今
ま
で
は

残
念
な
が
ら
亡
く
な
ら
れ
て
い
た
よ
う

な
ケ
ー
ス
で
も
生
存
が
望
め
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
十
数
年
間
に

薬
物
治
療
が
飛
躍
的
に
進
歩
し
た
こ
と

が
そ
の
背
景
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
癌
の

遺
伝
子
検
査
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、個
々

の
患
者
さ
ん
に
マ
ッ
チ
し
た
薬
物
を
投

与
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
生
存
率
も
延

び
て
き
ま
し
た
。
薬
物
療
法
は
日
々
進

化
し
て
お
り
、
毎
年
の
よ
う
に
新
薬
が

開
発
さ
れ
、
患
者
さ
ん
の
生
存
延
長
に

寄
与
し
て
お
り
ま
す
。

【図4】
大腸の構造と大腸がんの
部位別発生頻度

【図5】

がんのできた部位と症状の違い
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大
腸
癌
の
治
療
方
針

● 

ス
テ
ー
ジ
0

内
視
鏡
に
よ
っ
て
癌
を
切
り
取
る
治

療
を
し
ま
す
。
取
り
残
し
が
な
け
れ
ば
、

ス
テ
ー
ジ
0
の
大
腸
癌
は
内
視
鏡
治
療

の
み
で
完
治
し
ま
す
。

● 

ス
テ
ー
ジ
Ⅰ

ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
の
大
腸
癌
の
中
で
、
大

腸
の
壁
へ
の
浸
潤
が
浅
い
も
の
に
対

し
て
は
、
ス
テ
ー
ジ
0
と
同
様
に
内

視
鏡
治
療
を
行
い
ま
す
。
浸
潤
が
深

い
も
の
で
は
、
手
術
に
よ
っ
て
癌
の

部
分
を
含
む
腸
管
と
、
転
移
の
可
能

性
の
あ
る
範
囲
の
リ
ン
パ
節
を
切
除

し
ま
す
。

● 

ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
、Ⅲ

ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
、
Ⅲ
の
大
腸
癌
で
は
、

手
術
に
よ
っ
て
、
癌
の
部
分
を
含
む
腸

管
と
、
転
移
の
可
能
性
の
あ
る
範
囲
の

リ
ン
パ
節
を
切
除
し
ま
す
。
切
除
し
た

リ
ン
パ
節
に
癌
の
転
移
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
再
発
予
防
の
た
め
の
抗
癌
剤
治

療
が
勧
め
ら
れ
ま
す
。

● 

ス
テ
ー
ジ
Ⅳ

ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
の
大
腸
癌
で
あ
っ
て
も

癌
を
手
術
で
す
べ
て
取
り
切
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
約
40
％
の
人
で
は
完
治
が

期
待
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
転
移
の
あ

る
場
所
・
数
や
、
そ
の
時
点
で
の
身
体

の
症
状
な
ど
に
応
じ
て
、
手
術
以
外
の

治
療
法
（
薬
物
療
法
、
放
射
線
療
法
）

が
勧
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
担

当
医
か
ら
よ
く
説
明
を
受
け
、
患
者
さ

ん
・
ご
家
族
の
皆
さ
ん
で
よ
く
相
談
し

て
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

大
腸
癌
の
薬
物
療
法

● 

再
発
予
防
の
た
め
の

　

 

術
後
補
助
化
学
療
法

手
術
で
癌
を
す
べ
て
切
除
し
た
と
判

断
さ
れ
て
も
、
身
体
の
中
に
目
に
見
え

な
い
レ
ベ
ル
で
癌
細
胞
が
残
っ
て
い
て
、

再
発
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
残
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

癌
細
胞
を
攻
撃
し
再
発
を
で
き
る
限
り

抑
え
る
こ
と
を
目
的
に
「
術
後
補
助
化

学
療
法
」
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
術
後
1
～
2
か
月
を
目

安
に
開
始
し
、
原
則
6
か
月
間
治
療
し

ま
す
。

● 

転
移
・
再
発
を
起
こ
し
た

　

 

大
腸
癌
の
薬
物
療
法

転
移
・
再
発
を
起
こ
し
た
ス
テ
ー
ジ

Ⅳ
の
大
腸
癌
に
対
し
て
は
、
手
術
で
癌

を
す
べ
て
取
り
切
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

積
極
的
に
手
術
を
行
い
ま
す
。
し
か

し
、
癌
を
す
べ
て
取
り
切
る
こ
と
が
難

し
い
場
合
や
、
癌
が
も
う
少
し
小
さ
く

な
れ
ば
手
術
が
可
能
に
な
る
と
期
待
さ

れ
る
場
合
に
は
、
薬
物
療
法
が
行
わ
れ

ま
す
。

薬
物
療
法
は
、
大
腸
癌
研
究
会
が
刊

行
す
る
「
大
腸
癌
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
基
づ
い
て
行
い
ま
す
。
こ
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
数
年
に
1
度
最
新
版
が

刊
行
さ
れ
、
薬
物
療
法
の
方
針
を
決
定

す
る
際
の
プ
ロ
セ
ス
や
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

が
示
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
を
参
考
に

各
々
の
患
者
さ
ん
に
ど
の
治
療
法
を
適

用
す
る
か
検
討
し
た
う
え
で
投
与
し
て

い
き
ま
す
。（
図
6
）

【図6】
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基
本
と
な
る
薬
剤
は
5
ー

F
U
+
ロ

イ
コ
ボ
リ
ン
（
L
V
）、イ
リ
ノ
テ
カ
ン
、

オ
キ
サ
リ
プ
ラ
チ
ン
の
3
種
類
の
抗
癌

剤
と
、
抗
E
G
F
R
（
上
皮
細
胞
増
殖

因
子
受
容
体
）
抗
体
薬
の
セ
ツ
キ
シ
マ

ブ
、
パ
ニ
ツ
ム
マ
ブ
、
抗
V
E
G
F

（
血
管
内
皮
増
殖
因
子
）
抗
体
薬
の
ベ

バ
シ
ズ
マ
ブ
の
3
つ
の
分
子
標
的
薬
で

す
。
5
ー

F
U
+
L
V
の
代
わ
り
に
5
ー

F
U
系
の
経
口
剤
を
使
用
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
5
ー

F
U
＋
L
V
＋
オ
キ

サ
リ
プ
ラ
チ
ン
（
F
O
L
F
O
X
）
ま

た
は
5
ー

F
U
＋
L
V
＋
イ
リ
ノ
テ
カ

ン
（
F
O
L
F
I
R
I
）
の
3
剤
併
用

療
法
に
、
ベ
バ
シ
ズ
マ
ブ
、
セ
ツ
キ
シ

マ
ブ
ま
た
は
パ
ニ
ツ
ム
マ
ブ
の
い
ず
れ

か
を
加
え
た
治
療
法
が
、
最
初
に
行
わ

れ
る
治
療
法
の
代
表
的
な
も
の
で
す
。

（
図
7
）

セ
ツ
キ
シ
マ
ブ
、
パ
ニ
ツ
ム
マ
ブ
は
、

R
A
S 

遺
伝
子
に
変
異
が
な
い
場
合

（
野
生
型
）
に
の
み
使
用
し
ま
す
。
薬
物

療
法
を
始
め
る
前
に
は
、
効
果
が
期
待

で
き
る
薬
剤
を
選
ぶ
た
め
に
、
R
A
S
、

B
R
A
F 

遺
伝
子
検
査
な
ど
の
バ
イ
オ

マ
ー
カ
ー
検
査
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、

薬
の
効
果
や
副
作
用
を
み
な
が
ら
、
組

み
合
わ
せ
を
変
え
る
な
ど
治
療
を
切
り

替
え
て
い
き
ま
す
。（
図
8
・
9
）

R
A
S
、
B
R
A
F
遺
伝
子
検
査

の
ほ
か
に
も
、
転
移
を
起
こ
し
た
大

腸
癌
の
薬
物
療
法
を
行
う
に
あ
た
っ

て
、
H
E
R
2
検
査
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
癌
細
胞
の
増
殖
に
関
わ

る
ヒ
ト
上
皮
増
殖
因
子
受
容
体
2
型

（
H
E
R
2
）
の
発
現
の
状
態
を
調
べ
ま

す
。
H
E
R
2
が
過
剰
に
発
現
し
て
い

る
癌
で
は
、
抗
H
E
R
2
抗
体
薬
の
一

定
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

薬
物
療
法
の
副
作
用

当
癌
の
薬
物
療
法
に
使
用
す
る
薬
剤

に
は
細
胞
の
分
裂
や
増
殖
を
妨
げ
た
り
、

細
胞
の
遺
伝
子
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た

り
す
る
働
き（
細
胞
毒
性
）が
あ
り
ま
す
。

こ
の
働
き
の
お
か
げ
で
、
癌
細
胞
の
増

殖
を
抑
え
、
死
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
し
か
し
、
同
時
に
正
常
な

細
胞
も
攻
撃
し
て
し
ま
う
た
め
、
副
作

【図7】
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用
と
し
て
身
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が

現
れ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
副
作
用
は
、

薬
剤
を
投
与
し
た
直
後
か
ら
数
日
後
、

あ
る
い
は
数
週
間
後
に
現
れ
ま
す
が
、

そ
の
多
く
は
治
療
を
休
め
ば
治
ま
り
ま

す
。
ま
た
、
副
作
用
に
対
処
す
る
薬
や

治
療
法
の
開
発
も
進
み
、
か
な
り
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
副
作
用
の
種
類
や
程
度
は
、
薬
剤

の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
た
と

え
ば
、
転
移
・
再
発
を
起
こ
し
た
大
腸

癌
の
薬
物
療
法
は
、
F
O
L
F
O
X
療

法
F
O
L
F
I
R
I
療
法
の
3
剤
併
用

療
法
に
、
抗
V
E
G
F
抗
体
薬
ま
た
は

抗
E
G
F
R
抗
体
薬
の
い
ず
れ
か
を
加

え
た
治
療
法
が
標
準
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
オ
キ
サ
リ
プ
ラ
チ
ン
を
含
む
治
療

法
と
イ
リ
ノ
テ
カ
ン
を
含
む
治
療
法
で

は
出
現
す
る
副
作
用
が
違
い
ま
す
。
ま

た
、
分
子
標
的
薬
や
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
阻
害
薬
は
、
従
来
の
殺
細
胞
性

抗
癌
剤
と
は
作
用
機
序
が
異
な
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
薬
剤
特
有
の
副
作
用
が
み
ら

れ
ま
す
。
副
作
用
に
は
、
自
分
で
対
処

で
き
て
あ
る
程
度
は
我
慢
し
て
よ
い
も

の
と
、
我
慢
せ
ず
に
す
ぐ
に
病
院
に
連

絡
し
た
ほ
う
が
よ
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

薬
物
療
法
を
受
け
る
際
に
は
、
担
当
医

や
薬
剤
師
、
看
護
師
か
ら
、
ど
の
よ
う

な
副
作
用
（
症
状
や
起
こ
り
や
す
い
時

期
な
ど
）
が
出
る
の
か
十
分
に
説
明
を

受
け
、
ど
う
い
う
と
き
に
病
院
に
連
絡

す
れ
ば
よ
い
の
か
必
ず
確
認
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。（
図
10
）

最
後
に

大
腸
癌
治
療
（
特
に
薬
物
療
法
）
は

近
年
め
ざ
ま
し
い
進
化
を
遂
げ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
罹
患
率
も
増
加
し
て
お
り
、

定
期
健
診
な
ど
で
早
期
に
発
見
で
き
れ

ば
、
侵
襲
の
少
な
い
内
視
鏡
切
除
や
腹

腔
鏡
手
術
が
可
能
で
す
が
、
進
行
期
で

発
見
さ
れ
て
も
、
手
術
と
抗
癌
剤
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
以
前
よ
り

長
期
の
生
存
が
望
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
抗
癌
剤
の
副
作
用
対
策
も
進
歩

し
て
き
て
お
り
、
癌
と
闘
い
続
け
る
の

で
は
な
く
、
上
手
く
付
き
合
っ
て
い
く

時
代
に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
患

者
さ
ん
に
と
っ
て
何
が
最
適
の
治
療
か

を
と
も
に
考
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【図8】

【図9】

【図10】
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栄養科

　
キ
ャ
ベ
ツ
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
U
や
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
U

は
通
称
「
キ
ャ
ベ
ジ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
、
胃
酸

の
分
泌
を
抑
え
粘
膜
の
修
復
を
助
け
る
効
果
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、

体
の
細
胞
と
細
胞
の
間
を
結
ぶ
コ
ラ
ー
ゲ
ン
と

い
う
た
ん
ぱ
く
質
を
つ
く
る
た
め
に
必
要
な
栄

養
素
で
、
皮
膚
や
粘
膜
の
健
康
維
持
に
役
立
ち

ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
そ
の
他
に
も
抗
酸
化
作

用
や
免
疫
力
の
向
上
、
鉄
の
吸
収
率
ア
ッ
プ
が

期
待
で
き
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
U
と
ビ
タ
ミ
ン
C

は
と
も
に
水
溶
性
で
あ
り
水
に
溶
け
や
す
く
、

特
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
熱
に
弱
い
性
質
が
あ
る
た

め
、
サ
ラ
ダ
や
浅
漬
け
な
ど
加
熱
を
し
な
い
料

理
が
お
す
す
め
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
や
カ
ル
シ
ウ
ム
、

食
物
繊
維
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
春
先
か

ら
旬
を
迎
え
る
春
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
こ
の
時
期
し

か
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
春
の
訪
れ
を
感
じ

る
食
材
の
一
つ
で
す
。
今
回
ご
紹
介
す
る
料
理

を
は
じ
め
、
生
食
で
も
簡
単
に
美
味
し
く
食
べ

る
こ
と
の
で
き
る
春
キ
ャ
ベ
ツ
を
ぜ
ひ
ご
家
庭

で
も
献
立
に
取
り
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
1
月
か
ら
3
月
に
収
穫
さ
れ
る
「
冬
キ
ャ
ベ

ツ
」
と
異
な
り
、
秋
に
種
を
ま
い
て
春
に
収
穫

さ
れ
る
「
春
キ
ャ
ベ
ツ
」
の
旬
は
3
月
か
ら
4

月
で
す
。
葉
が
何
枚
も
重
な
り
重
量
感
が
あ
る

冬
キ
ャ
ベ
ツ
に
比
べ
て
、
春
キ
ャ
ベ
ツ
は
葉
の

巻
き
が
ゆ
る
く
内
部
ま
で
黄
緑
色
を
し
て
い
て
、

や
わ
ら
か
い
た
め
生
食
向
き
で
す
。

　
切
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
を
サ
ッ
と
水
に
さ
ら
す
と
、

切
り
口
か
ら
水
を
吸
う
た
め
パ
リ
ッ
と
し
た
食

感
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
長
時
間
水
に

さ
ら
し
て
し
ま
う
と
、
栄
養
も
水
に
溶
け
て
し

ま
う
た
め
、
水
に
さ
ら
す
時
間
は
短
時
間
で
済

ま
せ
る
と
良
い
で
す
。

　
春
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
巻
き
が
ゆ
る
く
ふ
ん
わ
り
と
し

て
い
て
大
き
さ
の
割
に
軽
い
も
の
の
方
が
水
分
を
多

く
含
み
や
わ
ら
か
く
甘
み
が
あ
っ
て
美
味
し
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
葉
が
鮮
や
か
な
緑
色
を
し
て

い
て
全
体
に
ツ
ヤ
が
あ
る
も
の
が
良
い
で
す
。

　
キ
ャ
ベ
ツ
は
中
心
か
ら
水
分
が
抜
け
て
い
く
の
で
、

包
丁
の
刃
先
で
キ
ャ
ベ
ツ
の
芯
の
部
分
を
く
り
抜
き
、

湿
ら
せ
た
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
を
つ
め
た
後
に
ポ
リ

袋
に
入
れ
る
と
長
持
ち
し
ま
す
。
ま
た
カ
ッ
ト
し
た

も
の
は
切
り
口
が
空
気
に
触
れ
る
と
変
色
し
て
し
ま

う
た
め
、
切
り
口
が
空
気
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
っ

か
り
と
ラ
ッ
プ
を
し
て
冷
蔵
庫
で
保
存
す
る
と
よ
い

で
す
。
冷
凍
保
存
も
で
き
ま
す
の
で
、
食
べ
や
す
い

大
き
さ
に
カ
ッ
ト
し
て
汁
物
の
具
と
し
て
保
存
し
て

お
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◎
選
び
方
・
保
存
の
ポ
イ
ン
トエネルギー

165kcal
たんぱく質

15.4ｇ
脂　質
7.3ｇ

炭水化物
8.6ｇ

塩　分
0.4ｇ

エネルギー
83kcal

たんぱく質
2.9ｇ

脂　質
4.1ｇ

炭水化物
10.1ｇ

塩　分
0.5ｇ

１人分の栄養価

１人分の栄養価

春キャベツ・・・・1/8玉（130g）
新玉ねぎ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/2個
かにかま・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5本
コーン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10g

☆ドレッシング
無糖ヨーグルト・・・・・・・・・・大さじ2
マヨネーズ・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１
レモン汁・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1/2
塩こしょう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々

材料（2人分）

①キャベツは千切りにして、塩を揉みこみ5分程おき、水気を絞
る。新玉ねぎは薄切りにする。

② ボウルに☆の調味料を混ぜる。①とかにかま、コーンを加えて
混ぜ合わせ、皿に盛りつける。

作 り 方

春キャベツと新玉ねぎの
コールスローサラダ

①キャベツの葉の部分を細切りにして、塩を揉みこみ5分程お
き、水気を絞る。

② 椎茸、たけのこ、キャベツの芯をみじん切りにする。
③ 鶏ひき肉と②、Aの調味料を混ぜ合わせ、一口大に丸める。
④ 丸めた３のまわりに１のきゃべつをつけ、手で軽くにぎる。
⑤フライパンに1㎝くらいになるように水を入れ、大きめにクッキ

ングシートをしき、４を並べてアルミホイルで蓋をする。
⑥ 中火で10分程蒸し、火が通ったら皿に盛りつける。お好みで

桜えびを散らす。

作 り 方

春キャベツの
花シュウマイ

春キャベツ・・・・・・・・・・・・・・・・・1/4玉
鶏ひき肉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200g
生椎茸・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5本
たけのこ(水煮)・・・・・・・・・・・・・・10g
桜えび・・・・・・・・・・・・・・・お好みの量

　　ごま油・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1
　　砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1
　　塩こしょう・・・・・・・・・・・・・・少々
　　片栗粉・・・・・・・・・・・・・・大さじ2
　　オイスターソース 小さじ2

材料（3人分）

A

調
理
の
ポ
イ
ン
ト

食
材
の
栄
養
に
つ
い
て

篠ノ井総合病院 栄養科
調理師

小池 陽介
こいけ ようすけ

管理栄養士

北村 由美
きたむら ゆみ

春キャベツ 今回の
食 材

蒸すことでビタミンを無駄なく摂取することができます。
通常のシュウマイとは異なりキャベツをタネのまわりにつけ
て蒸すだけなのでお子さまと一緒に作ることもできます。

短時間で作ることができます。ツナやほぐした鶏ささみ肉を
入れても美味しいです。新たまねぎの辛みが気になる場合
には、切った物を水にさらしておくと辛みを軽減できます。
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栄養科

　
キ
ャ
ベ
ツ
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
U
や
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
U

は
通
称
「
キ
ャ
ベ
ジ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
、
胃
酸

の
分
泌
を
抑
え
粘
膜
の
修
復
を
助
け
る
効
果
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、

体
の
細
胞
と
細
胞
の
間
を
結
ぶ
コ
ラ
ー
ゲ
ン
と

い
う
た
ん
ぱ
く
質
を
つ
く
る
た
め
に
必
要
な
栄

養
素
で
、
皮
膚
や
粘
膜
の
健
康
維
持
に
役
立
ち

ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
そ
の
他
に
も
抗
酸
化
作

用
や
免
疫
力
の
向
上
、
鉄
の
吸
収
率
ア
ッ
プ
が

期
待
で
き
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
U
と
ビ
タ
ミ
ン
C

は
と
も
に
水
溶
性
で
あ
り
水
に
溶
け
や
す
く
、

特
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
熱
に
弱
い
性
質
が
あ
る
た

め
、
サ
ラ
ダ
や
浅
漬
け
な
ど
加
熱
を
し
な
い
料

理
が
お
す
す
め
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
や
カ
ル
シ
ウ
ム
、

食
物
繊
維
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
春
先
か

ら
旬
を
迎
え
る
春
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
こ
の
時
期
し

か
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
春
の
訪
れ
を
感
じ

る
食
材
の
一
つ
で
す
。
今
回
ご
紹
介
す
る
料
理

を
は
じ
め
、
生
食
で
も
簡
単
に
美
味
し
く
食
べ

る
こ
と
の
で
き
る
春
キ
ャ
ベ
ツ
を
ぜ
ひ
ご
家
庭

で
も
献
立
に
取
り
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
1
月
か
ら
3
月
に
収
穫
さ
れ
る
「
冬
キ
ャ
ベ

ツ
」
と
異
な
り
、
秋
に
種
を
ま
い
て
春
に
収
穫

さ
れ
る
「
春
キ
ャ
ベ
ツ
」
の
旬
は
3
月
か
ら
4

月
で
す
。
葉
が
何
枚
も
重
な
り
重
量
感
が
あ
る

冬
キ
ャ
ベ
ツ
に
比
べ
て
、
春
キ
ャ
ベ
ツ
は
葉
の

巻
き
が
ゆ
る
く
内
部
ま
で
黄
緑
色
を
し
て
い
て
、

や
わ
ら
か
い
た
め
生
食
向
き
で
す
。

　
切
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
を
サ
ッ
と
水
に
さ
ら
す
と
、

切
り
口
か
ら
水
を
吸
う
た
め
パ
リ
ッ
と
し
た
食

感
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
長
時
間
水
に

さ
ら
し
て
し
ま
う
と
、
栄
養
も
水
に
溶
け
て
し

ま
う
た
め
、
水
に
さ
ら
す
時
間
は
短
時
間
で
済

ま
せ
る
と
良
い
で
す
。

　
春
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
巻
き
が
ゆ
る
く
ふ
ん
わ
り
と
し

て
い
て
大
き
さ
の
割
に
軽
い
も
の
の
方
が
水
分
を
多

く
含
み
や
わ
ら
か
く
甘
み
が
あ
っ
て
美
味
し
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
葉
が
鮮
や
か
な
緑
色
を
し
て

い
て
全
体
に
ツ
ヤ
が
あ
る
も
の
が
良
い
で
す
。

　
キ
ャ
ベ
ツ
は
中
心
か
ら
水
分
が
抜
け
て
い
く
の
で
、

包
丁
の
刃
先
で
キ
ャ
ベ
ツ
の
芯
の
部
分
を
く
り
抜
き
、

湿
ら
せ
た
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
を
つ
め
た
後
に
ポ
リ

袋
に
入
れ
る
と
長
持
ち
し
ま
す
。
ま
た
カ
ッ
ト
し
た

も
の
は
切
り
口
が
空
気
に
触
れ
る
と
変
色
し
て
し
ま

う
た
め
、
切
り
口
が
空
気
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
っ

か
り
と
ラ
ッ
プ
を
し
て
冷
蔵
庫
で
保
存
す
る
と
よ
い

で
す
。
冷
凍
保
存
も
で
き
ま
す
の
で
、
食
べ
や
す
い

大
き
さ
に
カ
ッ
ト
し
て
汁
物
の
具
と
し
て
保
存
し
て

お
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◎
選
び
方
・
保
存
の
ポ
イ
ン
トエネルギー

165kcal
たんぱく質

15.4ｇ
脂　質
7.3ｇ

炭水化物
8.6ｇ

塩　分
0.4ｇ

エネルギー
83kcal

たんぱく質
2.9ｇ

脂　質
4.1ｇ

炭水化物
10.1ｇ

塩　分
0.5ｇ

１人分の栄養価

１人分の栄養価

春キャベツ・・・・1/8玉（130g）
新玉ねぎ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/2個
かにかま・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5本
コーン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10g

☆ドレッシング
無糖ヨーグルト・・・・・・・・・・大さじ2
マヨネーズ・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１
レモン汁・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1/2
塩こしょう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々

材料（2人分）

①キャベツは千切りにして、塩を揉みこみ5分程おき、水気を絞
る。新玉ねぎは薄切りにする。

② ボウルに☆の調味料を混ぜる。①とかにかま、コーンを加えて
混ぜ合わせ、皿に盛りつける。

作 り 方

春キャベツと新玉ねぎの
コールスローサラダ

①キャベツの葉の部分を細切りにして、塩を揉みこみ5分程お
き、水気を絞る。

② 椎茸、たけのこ、キャベツの芯をみじん切りにする。
③ 鶏ひき肉と②、Aの調味料を混ぜ合わせ、一口大に丸める。
④ 丸めた３のまわりに１のきゃべつをつけ、手で軽くにぎる。
⑤フライパンに1㎝くらいになるように水を入れ、大きめにクッキ

ングシートをしき、４を並べてアルミホイルで蓋をする。
⑥ 中火で10分程蒸し、火が通ったら皿に盛りつける。お好みで

桜えびを散らす。

作 り 方

春キャベツの
花シュウマイ

春キャベツ・・・・・・・・・・・・・・・・・1/4玉
鶏ひき肉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200g
生椎茸・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5本
たけのこ(水煮)・・・・・・・・・・・・・・10g
桜えび・・・・・・・・・・・・・・・お好みの量

　　ごま油・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1
　　砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1
　　塩こしょう・・・・・・・・・・・・・・少々
　　片栗粉・・・・・・・・・・・・・・大さじ2
　　オイスターソース 小さじ2

材料（3人分）

A

調
理
の
ポ
イ
ン
ト

食
材
の
栄
養
に
つ
い
て

篠ノ井総合病院 栄養科
調理師

小池 陽介
こいけ ようすけ

管理栄養士

北村 由美
きたむら ゆみ

春キャベツ 今回の
食 材

蒸すことでビタミンを無駄なく摂取することができます。
通常のシュウマイとは異なりキャベツをタネのまわりにつけ
て蒸すだけなのでお子さまと一緒に作ることもできます。

短時間で作ることができます。ツナやほぐした鶏ささみ肉を
入れても美味しいです。新たまねぎの辛みが気になる場合
には、切った物を水にさらしておくと辛みを軽減できます。
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あ
る
日
突
然
の
腰
痛
は
大
変
不
安
で
怖

い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
腰
痛
予
防
を
目

的
と
し
た
体
幹
周
り
の
筋
肉
の
ス
ト
レ
ッ

チ
方
法
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
仰
向
け
で
寝
て
頭
の
後
ろ
で

手
を
組
み《
写
真
１-

１
》、深
呼
吸
に
合
わ

せ
て
両
肘
を
下
げ
、胸
を
張
り
ま
す（
写
真

１-

２
）。
こ
の
時
、
両
膝
を
立
て
て
行
な

う
と
腰
に
か
か
る
負
担
が
軽
減
し
ま
す
。

次
に
、横
向
き
に
寝
た
状
態
と
な
り《
写

真
２-

１
》、
深
呼
吸
を
繰
り
返
し
な
が
ら

少
し
ず
つ
身
体
を
ひ
ね
り
ま
す《
写
真
２-

２
》。
こ
れ
を
左
右
交
互
に
行
い
ま
す
。
始

め
は
無
理
を
せ
ず
、
ゆ
っ
く
り
呼
吸
を
止

め
な
い
よ
う
に
意
識
し
な
が
ら
お
こ
な
い

ま
す
。

再
び
仰
向
け
に
な
り
膝
を
曲
げ
た
状
態

に
な
り《
写
真
３-
１
》、股
関
節
前
面
を
指

で
圧
迫
し
な
が
ら
、
徐
々
に
膝
を
外
側
へ

倒
し
て
い
き
ま
す《
写
真
３-
２
》。
こ
れ
を

左
右
交
互
に
行
い
ま
す
。
膝
を
外
に
倒
す

角
度
は
無
理
の
無
い
よ
う
に
少
し
ず
つ
行

い
、
呼
吸
は
止
め
な
い
よ
う
に
ゆ
っ
く
り

行
い
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
を
２
～

３
セ
ッ
ト
行
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ッ
チ
は“

少
し
痛
い
が
気
持
ち

い
い
程
度
の
強
さ”

で
行
い
、運
動
を
や
め

て
も
痛
み
が
伴
う
よ
う
な
場
合
は
、
受
診

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

腰
痛
予
防
の
た
め
の

体
幹
ス
ト
レ
ッ
チ

新
町
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

理
学
療
法
士

吉よ
し
ざ
わ澤　

龍た
つ
や也

《写真1-1》 《写真2-1》 《写真3-1》

《写真2-2》 《写真3-2》《写真1-2》

体幹ストレッチ
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トピックス

しののい

㈱
本
久
様
よ
り
車
い
す
等

医
療
機
器
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た

今
回
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
も
の

は
、車
い
す
９
台
、歩
行
器
３
台
、点

滴
代
２
台
、パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

２
台
で
す
。

今
回
頂
戴
し
ま
し
た
医
療
機
器

は
、患
者
さ
ん
の
た
め
に
大
切
に
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

センター

J
A
全
農
長
野
様
よ
り
衛

生
材
料
等
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た

J
A
全
農
長
野
様
よ
り
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
従

事
す
る
J
A
長
野
厚
生
連
に
対
し
、

こ
こ
ろ
温
ま
る
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
し
、
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

今
回
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
衛

生
材
料
等
は
、有
効
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

PET/CT検診のご案内
PETとは、がんを見つけるための新たな画像検査法です。

JA長野厚生連
長野PET・画像診断センター

一般／108,900円
県内JA組合員／92,565円

日本人の死亡原因の1位である「がん」。
しかし「がん」であっても早期に発見されれば
治癒する可能性が高くなります。

●早期発見
最新鋭のPET/CT装置は従来のCT・MRIなどでは発見が
難しかったがんも見つけられる場合が多くあります。

●全身の画像診断
全身を一度に画像診断できます。病気診断、転移、再発の診
断に有効です。専門医が診断いたします。

●短時間で終了
PETとCTの一体型装置により約20～30分で検査は終了
します。受付から検査終了までは2時間30分程度でお帰り
いただけます。

0120-780-336
受付・診療
時間

●月～金
●第2・4土

/8：30～17：00
/8：30～12：00

〒380-0928　長野県長野市若里6丁目6番地10号
TEL026-269-0550 FAX026-269-0555

▲PET/CT撮影装置

http://nagano-pet.com

完全予約制（お電話またはインターネットにてご予約ください。）

PET/CT検査のメリット

料 金

マスク着用のお知らせ 来院時には必ず不織布マスクの着用をお願いします。
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南長野医療センター篠ノ井総合病院外来診療担当医表
2023年4月1日現在  （担当医表は予告なく変更することがあります）

診療科 月 火 水 木 金 土（1・4週）

内科

長坂 永井 小川 安村 鈴木貞 長坂
中牧（血内）月1 佐藤（血内） 倉石 後 長坂 倉石 後 信大
吉長（神内）予 中藤（神内）予

呼吸器
篠﨑 松尾 信大 篠﨑 堀内

神田①③⑤

腎臓
牧野 穴山 牧野 中村裕 熊谷

田村 後 長沢 田村

内分泌
峯村 駒津 後 予 峯村 横田直 後（③以外） 特診 予

横田直　月1 横田直 河合 山口 山口 紹

阿部 紹 山口 阿部 阿部 大岩

消化器
牛丸 牛丸 岡 児玉 三枝 特診 予

児玉 小林義 三枝 後 岡 小林義

小林浩（肝）後 予 横田有 後 予

睡眠呼吸センター 予 松尾
禁煙外来 予 午後 千野

総合診療科

松井 小林優 三木 鈴木慶①③⑤ 小林優①③⑤
小池洋 松井 鈴木慶 山﨑 小池洋②④
山川淳 鈴木貞①/後藤 小林優①③ 三木②④ 鈴木慶

小林優①/原③
漢方外来 予 午後 山川淳 山川淳

リウマチ
膠原病
センター

午前
下島 安村 永井 小川 原
原 浦野 予 野中 飯村 浦野 予

坂口 小野②④⑤ 浦野 予 ②④⑤ 浦野 予 ②④⑤ 小野②④⑤

午後 予
下島 松井 野中 林①③⑤ 鈴木貞

浦野 中村幸①or③ 小岩井
呼吸器外科 青木孝 藏井 藏井

循環器内科
小林隆 矢彦沢 丸山拓 平森 小岩 小塚
小塚 小塚 小塚 小塚 小塚
田畑 ASO外来 後

心臓血管外科 横山/片桐 横山

小児科
午前

山川直 諸橋 諸橋 諸橋 山川直①④⑤ 諸橋
長谷川 中村真 中村真 長谷川 中村真 竹内
日髙 矢澤 日髙 日髙 長谷川 予 矢澤
竹内 竹内 矢澤

午後 予 予防接種 慢性外来 1か月健診/慢性外来 慢性外来 慢性外来

外科

池野 池野 宮本 池野 池野 池野
髙畑 荻原 髙畑 荻原 荻原 山本
五明 五明 五明 五明 髙畑 五明
有吉 山本 有吉 山本 有吉

渡邉 後 ②④ 予 秋田 宮本 宮本（11’～）

整形外科

北川 外立 外立 丸山正 北川 外立
野村 北川 野村 野村 外立 野村

小山勇 安川 小山勇/安川 小山勇 安川 小山勇

信大 笠間 信大 安川
（交代制）

スポーツ疾患関節治療センター 野村 丸山正/野村

産科 本道 西村 藤森/鹿島 加藤 本道 西村

午後 予 1か月健診

婦人科

西村 加藤 本道 藤森 鹿島 藤森
松岡 松岡 松岡 加藤 交代制

藤森 加藤 鹿島 西村 紹 本道
木村 紹 本道 紹 木村 紹 西村 木村

特殊外来 予 不妊症 不妊症 不妊症

受付 午前11：00まで
 木 午前10：30まで

受付 午前11：00まで
 木 午前10：30まで

受付 午前11：00まで
 月 午前10：30まで

予
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診療科 月 火 水 木 金 土（1・4週）

脳神経外科
宮下 外間 村田 宮下 外間 交代制
村田 （黒岩） 桑原 （桑原） 黒岩

泌尿器科
午前

松髙 鈴木尚 大学 鈴木尚 鈴木尚

中沢 中沢 松髙

午後 予
松髙 鈴木尚 鈴木尚 鈴木尚

中沢 中沢 松髙

眼科 午前
赤羽圭 赤羽圭 赤羽圭 赤羽圭 赤羽圭

赤羽聡 赤羽聡 赤羽聡 赤羽聡 赤羽聡

皮膚科 予 紹
午前 岡田な/信大 木藤/岡田な 木藤 岡田な 岡田な

午後 専門外来

形成外科 予 紹
午前 横山 横山/大学（月1） 横山
午後 横山/レーザー④ 横山 レーザー②

耳鼻咽喉科
予 紹

午前
浅輪 浅輪 交代制 浅輪 浅輪

小林正 小林正 小林正 小林正

午後 専門外来 専門外来
心療内科 予 紹 大村 もの忘れ もの忘れ 大村 検査

口腔外科
予 紹

午前
嶋根 嶋根 嶋根 嶋根 交代制
田中 田中 田中 田中

午後 大学
● 受付時間：8時00分～11時30分　● 休診日：毎月第2･3･5土曜日、日曜日、 国民の祝日、年末年始、当院の定める日　● 予約・紹介状がないと受診で
きない診療科があります。詳しくは各外来にお問い合わせ下さい。　● 救急患者さんにつきましてはこの限りではありません。

当院では、初診時に他の医療機関からの診療情報提供書（紹介状）をお持ちで無い患者さんから選定療養費7,700円（税込）を頂いております。
初診の際はできるだけ診療情報提供書をお持ちください。

予：予約制、　 紹：初診時に医療機関からの診療情報提供書（紹介状）が必要です、　 新：新患、　 前：午前、　 後：午後、　 数字：週

予：予約制、　篠ノ井GHP…篠ノ井総合病院医師、　 後：午後、　 数字：週

● 外来受付時間は一部の科を除き午前８時００分～午前１１時３０分迄です。　● 休診日：毎月第2･3･5土曜日、日曜日、 国民の祝日、年末年始、当院の定める日　

診療科 月 火 水 木 金 土（1・4週）

内科

堺澤 野中 佐藤 堺澤 佐藤 野中①
野中 細川 安村 信大医師 細川 佐藤④
本郷 細川③ 信大医師

穂苅 後 予 腎臓内科 中村
後 予 ①②③⑤

総合診療科 後藤
心療内科 雨宮 予

小児科 諸橋  山川直
（午後・予防接種）

諸橋①④
山川直②③⑤

外科
信大医師
受付午前

9：30～11：00

信大医師
受付午前

9：30～11：00

整形外科
丸山①③⑤

竹山 下川 下川 竹山 木下
竹山②④

婦人科
草場

診療開始
午前10：00

耳鼻科

信大医師
午後診察
受付午後

2:00～4:30

信大医師
午後診察
受付午後

2:00～4:30

眼科 新井 予 永田 上野 永田 予

皮膚科 信大医師
①③⑤

泌尿器科 和食

2023年4月1日現在  （担当医表は予告なく変更することがあります）

南長野医療センター新町病院外来診療担当医表
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172023.4
No.

TAKE FREE

私たちは厚生連理念にのっとり、
患者本位の医療の実践に努めます。

南長野医療センター篠ノ井総合病院

私たちは人のいのちと心を
大切にする医療を実践します

南長野医療センター新町病院

172023.4
No.

TAKE FREE
篠ノ井総合病院
〒388-8004　長野県長野市篠ノ井会６６６-１　
ＴＥＬ ０２６-２９２-２２６１

編 集　南長野医療センター広報委員会

新町病院
〒381-2404　長野県長野市信州新町上条137番地
ＴＥＬ ０２６-２6２-3111

南長野医療センター
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大
腸
癌
治
療
の

進
歩

４月を迎え転勤やご家族の進学など、新たな生活が始まったかたも多いと思います。
さて、今年の春は長かった新型コロナウイルス感染症の感染対策も大きく変わる節目を迎えそ
うです。ただ新型コロナウイルス感染症がなくなったわけではなく、これからも対策をしていかな
ければなりません。場に応じた感染対策を行い、安心した暮らしが送れるようになるといいですね。

（A.U）

編
集
後
記

特 集


